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３：景観特性マップ 

（１）区全域 

  

景観特性マップ（区全域） 資料編（p.132） 
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○根津は、戦災による焼失を免れた地域であるため、不忍通りを表通りとして、横丁、裏通り、路地という段階的な

街路構成による江戸時代の町割りが今日まで継承されている。江戸時代には、路地を中心にして両側に町屋・長屋

が建ち、路地に住民の共同施設である井戸やゴミ捨て場などを置いて生活空間の一部として使用する形式が、庶民

の集合住宅の基本形として成立し、現在でも、路地は住民の交流空間として親密性の高い空間が形成されているな

ど、その面影を残している。鉢植えなどの緑も多く見られるとともに、趣ある木造住宅や、格子や庇、引き戸、木

造風の建材など特徴的な住宅のしつらえなどにより、下町風情ある景観が形成されている。 

○本郷台地の縁取り沿いに立地する根津神社は、境内の斜面地緑地、権現坂・裏門坂といった参道など歴史的な空間

構成を残している。 

○日本橋を起点とする一里塚“追分”が設けられた本郷通りと旧中山道の分岐点（東大農学部前交差点）など、歴史

的な交差点が残されている。本郷台地東側に位置する東京大学は、前田家の武家屋敷跡地であり、赤レンガと緑に

囲まれ、敷地内には、数多くの歴史的な建築物が残されている。 

○西方一・二丁目は、明治中期に阿部家により開発された高台の住宅地で、東京大学に近いこともあり、学者町とし

て親しまれ、現在では良好な戸建て住宅地となっている。 

資料編（p.138） 景観特性マップ（地区別） 
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